
令和８年１月１日                  商 団 連                                      第３６１号 

１ 

 
 

Ｎｏ３６１号 

令和８年１月１日 
 

目次 
1～5 年頭所感 

6 商団連活動 

7 基金・住友生命お知らせ 

8～9 商団連共済事業 

10～11 会員サポート事業 

12～14 北から南から 

15 販路開拓事業 

16 スケジュール等 
 

 

全国卸商業団地協同組合連合会 

会 報 誌 
 

東京都港区赤坂５-１-31 

第６セイコービル４階 

電話 03-6807-4335 

編集発行人 原田 芳憲 
 

 

 

 

ご挨拶   

令和８年新春に当たって 
 

全国卸商業団地協同組合連合会  

会  長   福 井  弘 
 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。令和８年の新春を迎えるに当たり、平素から当連合会の事業運営にご理解とご協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

昨年は国際情勢の不透明感が続き、世界経済は多くの課題を抱えたまま新年を迎えることとなりました。ウクライナや中

東情勢の長期化、主要国のインフレ・高金利政策、米国におけるトランプ政権復帰など、通商・安全保障環境は一段と変動

性を増しております。また、国内において円安の長期化と人件費や諸物価の高騰が産業界に大きな負担を与えています。 

 

こうした中、昨年 10 月には高市早苗自民党新総裁が首班指名を受け、憲政史上初の女性宰相として第 104 代内閣総理大

臣に就任されました。新政権では、AI、半導体、エネルギー安全保障、防衛産業など 17 の重点分野を掲げ、官民連携によ

る戦略的投資が示されており、我が国産業基盤の強化に向けた重要な転換点として期待されます。 

 

一方、国内では人口減少と労働力不足が深刻化し、物流網の逼迫や生産性向上への要求、GX・DX 対応の加速など、企業が

直面する課題は複雑化しております。卸商業団地においても、開設から半世紀を経た施設の老朽化や防災力強化の必要性、

団地内コミュニティの希薄化などが顕在化し、時代の変化への対応も求められております。 

 

このような状況の下、当連合会では「卸商業団地構造変化等対応支援事業」を始め、「課題解決環境整備事業」、「事業環

境変化対応型支援事業」など、中小企業庁・中小企業基盤整備機構が実施する各種制度を積極的に活用し、会員組合の施設

再整備、GX・DX 推進、人材確保などの取組を力強く支援してまいりました。多くの団地において調査研究や基本計画の策

定が進み、“次の半世紀”に向けた基盤づくりが着実に進展していることは、大変心強いものがあります。 

 

卸商業団地は、地域経済の中核を担い、人と情報が集まる産業基盤として重要な役割を果たしてまいりました。今後も経

済環境や社会構造が大きく変化する中にあって、その価値をさらに高め、地域から信頼される拠点として発展していくこと

が求められております。 

 

当連合会といたしましても、全国卸商業団地対策議員懇話会を始め、中小企業庁、中小企業基盤整備機構、商工中金、全

国中小企業団体中央会及び住友生命など関係機関のご支援を賜りながら、会員組合の取組が確かな成果につながるよう、引

き続き全力で支援してまいる所存です。 

 

結びに、令和８年が会員の皆様にとりまして、実り多く希望に満ちた一年となりますよう心から祈念申し上げ、新年のご

挨拶といたします。 
  

 

謹賀新年 2026 
 

全国卸商業団地協同組合連合会 
商団連福祉共済会  
 

会長      福井   弘 

副会長  星合 邦生   夏目   潔  髙桑 幸一   

𠮷木   学   小正 芳史  

専務理事  伊藤 三郎  職員一同 
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年 頭 所 感 
 

中小企業庁 

長 官  山 下 隆 一 

 
 

 

令和８年という新しい年を迎え、謹んで新春の御挨拶を申し上げます。 
 

昨年、熊本県での記録的大雨や、青森県東方沖を震源とする地震等の自然災害に被災された皆様にお見舞いを申し上げ、

発災から 2 年が経過した能登半島地震も含め、なりわいの再建に全力を尽くします。 
 

国内経済の状況を見ると、賃上げの機運は着実に高まっているほか、国内投資も 100 兆円を超えるなど、「潮目の変化」

が定着しつつあります。一方で、中小企業・小規模事業者の皆様は、最低賃金を含む賃上げはもとより、物価高や人手不足、

米国関税措置等も相まって、厳しい経営状況におかれているものと承知しております。 
 

中小企業・小規模事業者が生産性を上げて賃上げ原資を獲得し、賃上げにつなげていくことが、我が国の経済成長にとっ

て極めて重要との認識のもと、「労働供給制約社会」において、企業の投資や生産性の向上により「稼ぐ力」を高め、筋肉

質な「強い中小企業・小規模事業者」を目指して経営を行っている中小企業・小規模事業者の支援策として、「価格転嫁・

取引適正化の推進」「成長投資支援」「生産性向上支援」の３つと事業承継・Ｍ＆Ａ、金融といった欠かせない事業環境整備

を本年も強力に推進してまいります。 
 

具体的には、官公需を含めた「価格転嫁・取引適正化の推進」のために、本年１月１日に施行となった中小受託取引適正

化法（取適法）・受託中小企業振興法（振興法）の着実な執行等に努めます。また、「成長投資支援」として、国内投資や地

域経済を牽引していく「１００億企業」の創出に向けた大胆な取組を進めます。さらに、ものづくり補助金や省力化投資補

助金、デジタル化・ＡＩ導入補助金により、「生産性向上支援」に取り組んでまいります。 
 

令和８年の干支である「午」のように勢いよく力強く、皆様の挑戦、成長を後押しし、現状維持ではなく、変化に挑む企

業や人が報われる形に軸足を移していきたいと考えております。ヘビー（巳）な昨年を乗り越えた皆様にとって、本年がう

ま（午）く事の運ぶ、飛躍的な進歩を遂げられる一年となるよう心より祈念し、新年の御挨拶とさせていただきます。 
 

 

謹 賀 新 年 2026         ※商団連会員の皆様(順不同) 
協同組合札幌総合卸センター 

協同組合帯広卸売センター 

協同組合旭川流通センター 

協同組合石狩新港卸センター 

協同組合青森総合卸センター 

協同組合八戸総合卸センター 

青森卸売業協同組合 

協同組合八戸流通センター 

協同組合盛岡卸センター 

協同組合仙台卸商センター 

協同組合秋田卸センター 

米沢総合卸売センター 

協同組合山形流通団地 

福島卸商団地協同組合 

南東北総合卸センター協同組合 

協同組合須賀川卸センター 

会津若松卸商団地協同組合 

協同組合下館綜合卸センター 

協同組合土浦総合流通センター 

宇都宮卸商業団地協同組合 

高崎卸商社街協同組合 

協同組合前橋問屋センター 

所沢卸商業協同組合 

協同組合川越バンテアン 

協同組合熊谷流通センター 

埼玉県南卸売団地協同組合 

協同組合越谷卸センター 

船橋総合卸商業団地協同組合 

茂原卸商業団地協同組合 

木更津総合卸商業団地協同組合 

小田原卸商業団地協同組合  

協同組合横浜ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

協同組合新潟卸センター 

上田卸商業協同組合 

協同組合長野アークス 

松本流通センター協同組合 

協同組合山梨県流通センター 

協同組合浜松卸商センター 

協同組合沼津卸商社センター 

協同組合静岡流通センター 

協同組合一宮繊維卸センター 

協同組合高山卸商業センター 

協同組合津卸商業センター 

協同組合富山問屋センター 

協同組合金沢問屋センター 

協同組合福井問屋センター 

大阪金物団地協同組合 

大阪船場繊維卸商団地協同組合 

泉州卸商業団地協同組合 

協同組合新大阪センイシティー 

大阪機械卸業団地協同組合 

協同組合大阪紙文具流通センター 

大阪メルカート協同組合 

大阪南港鉄鋼流通協同組合 

奈良県総合卸商業団地協同組合 

協同組合豊岡卸センター 

阪神総合卸商業団地協同組合 

協同組合神戸船用品センター 

加古川卸団地協同組合 

協同組合鳥取卸センター 

協同組合米子総合卸センター 

協同組合米子中央食品卸売団地 

協同組合松江卸センター 

協同組合益田卸センター 

浜田卸商業協同組合 

協同組合松江流通センター 

協同組合岡山機工センター 

岡山県総合流通センター卸協同組合 

協同組合ベイタウン尾道 

協同組合福山卸センター 

協同組合三次総合卸センター 

協同組合広島総合卸センター 

下関問屋センター協同組合 

協同組合柳井総合卸センター 

協同組合徳島繊維卸団地 

徳島木材卸商業団地協同組合 

協同組合徳島総合流通センター 

協同組合松山卸商センター 

高知卸商センター協同組合 

協同組合福岡卸センター 

佐世保卸団地協同組合 

協同組合長崎卸センター 

協同組合延岡卸商業センター 

有田焼卸団地協同組合 

協同組合唐津綜合卸センター 

熊本流通団地協同組合 

鹿児島総合卸商業団地協同組合 

沖縄県卸商業団地協同組合 

(準会員) 

協同組合水沢総合卸センター 

協同組合横浜総合卸センター 

諏訪商業協同組合 
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年頭の御挨拶 
 

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 

理 事 長    宮 川   正 
 

 

 
 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。旧年中は当機構の活動に格別のご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げま

す。 
 

2025 年は、日経平均株価が史上最高値を更新するなど、金融市場に明るい兆しが見られた一方、中小企業にとっては厳

しい一年でした。物価上昇や資材コストの高騰、労働力不足に加え、主要国の関税政策見直しなど、先行き不透明感が増

しました。 
 

しかし、こうした状況下でも、多くの中小企業が知恵と工夫で逆風をチャンスに変え、デジタル化や新市場への挑戦な

ど未来志向の取り組みを進めています。こうした努力は、日本経済を支える中小企業の底力を示すものであり、心から敬

意を表します。 
 

中小企業を取り巻く課題は、人材不足や事業承継、物価高・円安への対応、賃上げの実現、さらに GX・SDGs・ウェルビ

ーイングなど多岐にわたります。中でも重要なのは、長らく続いたデフレ経済が終焉し、インフレの流れが鮮明になりつ

つある現実を認識することです。低価格競争やコスト削減偏重型の経営は、企業の成長力を削いできました。今求められ

るのは「デフレ型経営」からの決別です。これからは、賃上げによる人材確保を起点に付加価値を高め、収益拡大を目指

す「攻めの経営」への転換が不可欠です。 
 

即ち、生産性向上と収益拡大のため、未来への投資を加速させる。未来への投資とは、設備だけでなく人材育成や賃上

げを含む人への投資が重要です。働く人が誇りを持てる職場をつくり、人材の定着と意欲向上を図ることで、創意工夫が

付加価値と利益を生みます。価格競争から脱却し、付加価値創出型ビジネスモデルへの転換を進めることが、インフレ時

代における成長の鍵です。この挑戦を決断できるのは、経営者自身なのです。 
 

私たち中小機構は、中小企業の皆様の「攻めの経営」を後押しします。 
 

例えば、海外展開を含む販路開拓支援や、多様な課題解決に一緒にあたる伴走支援。中小企業大学校を始めとした人材

育成支援や、補助金を通じた金融支援。その他、新たな成長の担い手を応援するスタートアップ支援や、事業承継や共済

といった将来の安心に備える支援など幅広く支援事業を展開しています。 
 

また、商工会・商工会議所や金融機関、自治体などの他の支援機関とも、支援機関サポートを通じて連携し、企業の挑

戦と地域経済の活性化を支えます。 
 

私たち中小機構は、中小企業の皆様の未来への挑戦を力強く支える存在であり続けます。中小企業の挑戦を全力で支

え、中小企業の皆様の活力に満ちた持続的成長を共に築いてまいります。皆様の果敢な挑戦を心から期待しています。 
 

令和８年元旦 
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年 頭 所 感 
 

株式会社 商工組合中央金庫 

代表取締役社長 グループ CEO  

関 根 正 裕 

 
 

令和８年の新春を迎えるにあたり、所感の一端を申し述べ、年頭のご挨拶とさせていただきます。  

昨年は、個人消費の緩やかな回復やインバウンド需要は好調であった一方で、物価や賃金上昇、金利のある世界への移

行、米国の通商政策、AI・ロボティクス技術の急速な進化等、日本経済を取り巻く環境が大きく変化した 1 年となりまし

た。 
 

当金庫においては、2025 年６月の政府保有株式の全部売却完了と改正商工中金法の施行により、民営化という大きな転

機を迎えることとなりました。この民営化により当金庫は「中小企業による中小企業のための金融機関」として、そして

「企業の未来を支えていく。日本を変化につよくする。」という PURPOSE の実現に向けた新たなスタートラインに立ちまし

た。 
 

こうした中、今後、私たちがどのような立ち位置で社会と向き合うべきか、どのような価値を創出すべきかという観点

で「商工中金グループのありたい姿」の議論を重ね、この度、長期戦略の骨子を策定しました。その核となる概念が、中

小企業を個社として捉えるのではなく、その集合体として捉える「中小企業経済圏」です。 

中小企業と地域社会にかかわる多様なステークホルダーが集まる「中小企業経済圏の拡大・活性化を通じて、圏の参加

者の価値向上に貢献し続ける」という「商工中金グループのありたい姿」を設定しました。当金庫は、単なる金融機関の

枠を超えて「集めて・つなげて・価値を創る」プロデューサーの役割を果たし、中小企業と地域社会にかかわる多様なス

テークホルダーと、ともに考え、ともに創り、ともに変わりつづけます。 

また、中小企業経済圏の拡大に向けて「Industry（産業課題解決）・Innovation（スタートアップ支援）・Investment

（エクイティ業務や高度ファイナンス）・Traditional Banking（伝統的な銀行業務の深化）・Turn Around（再生支援）」と

いう５つの注力分野を設定しました。従来の枠組みにとらわれない柔軟でダイナミックな経営を実現するため、デジタル

技術や AI を活用した経営の高度化を推進し、業務の効率化のみならず、お客さまとの接点の質の向上と深い関係性の構築

を図ってまいります。 

これらの取組みを通じて「企業の未来を支えていく。日本を変化につよくする。」という PURPOSE の実現を目指してまい

ります。 
 

おかげさまで商工中金は本年 12 月に創立 90 周年を迎えます。この場をお借りして、ご支援いただいた様々なステーク

ホルダーの皆さまへ感謝申し上げるとともに、引き続き皆さまから信頼され、支持され、これまで以上にお役に立てるよ

う、役職員一同、全力で努力を続けてまいりますので、本年も格別のご指導とお引き立てを賜りますようお願い申し上げ

ます。 
 

年頭にあたり、全国卸商業団地協同組合連合会様並びに会員組合、組合員の皆さまのご繁栄とご健勝をお祈りいたしま

してご挨拶といたします。 
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年頭に当たって 
 

全国中小企業団体中央会 

会 長  森   洋 
 

 

明けましておめでとうございます。令和８年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 
 

昨年は、戦後 80 年の節目の年でした。中小企業・小規模事業者は、激変する経済環境の中で多くの困難な課題を克服し

ながら、その時々の経済、社会環境に対応出来るよう積極果敢に挑戦を続け、わが国経済の発展に大きな役割を果たして参

りましたが、現在、新たな経営課題が山積しております。関税の引上げをはじめとする自国中心的な政策の影響が世界経済

に大きな影響を与え、国内でもインバウンド消費額も影響を受けることに加え、依然として物価高騰が続く中での人手不足

と賃上げへの対応が急務となるなど、中小企業・小規模事業者を取り巻く経営環境は、厳しい状況に直面しております。 

 

こうした中で、昨年 11 月 12 日に広島県広島市で開催した第 77 回中小企業団体全国大会では、関係省庁・関係機関をは

じめ多数のご来賓をお迎えし、全国各地から中小企業団体の関係者約 2,100 名が参集し、 

Ⅰ． 中小企業・小規模事業者等の経営環境変化対応、成長促進支援等の拡充 

Ⅱ． 中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働･雇用・社会保険料対策の推進 

Ⅲ． 中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備 

の実現に向けて、組合関係者の皆様と共に取り組んでいくことを決議しました。 

 

地域の人口減少に加え地域課題が多様化・複雑化していることを踏まえつつ、十分な価格転嫁と取引適正化、物価高を上

回る賃上げ、事業承継・事業引継、自然災害対策、DX や GX の推進、新分野展開、ものづくり補助金や省力化投資補助金に

よる生産性向上、リスキリング等の「人への投資」、外国人育成就労制度・特定技能制度への対応策などの最重要事項につ

いては、中小企業組合等連携組織による知恵と力の結集により解決を図ることが必要です。今年も中小企業と組合が我が国

の力強い成長を実現する原動力であることを強く思いながら、会員の皆様との連携を一層強化し、対応して参ります。 

 

結びに、丙午の年は「勢いとエネルギーに満ち、大きく飛躍・発展していく」といった意味合いをもつ年とされています。

本年が、中小企業組合と中小企業・小規模事業者の皆様の情熱に満ちたご活動が実を結び、力強く飛躍される年となります

ことを心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。 

 

令和８年元旦 
 

 

 

午年はこんな年(豆知識）  
 

２０２６年の干支は 「丙午（ひのえ・うま）」です 
 

※過去６０年の「午年」を振り返って 
昨年(令和７年)の日経ヒット商品番付の横綱は「大阪・関西万博」と映画の「国宝」になりました。 

 

西 暦 

（ 年 ） 
主な出来ごと ヒット商品番付 ドル円 

（平均） 
長期 

金利 
日経平均 

(終値) 国内関連 海外関連 （東西横綱） 
1966 年 

昭和 41 年 
ビートルズ武道館公演開催 

富士山で全日空機墜落事故 
中国で文化大革命始動し混乱 

アメリカでベトナム反戦拡大 発表無し ¥360 

（固定） 5.90％ 1,452 円 

1978 年 

昭和 53 年 
成田空港開港反対運動激化 

日中平和友好条約調印 
イラン革命パーレビ政権崩壊 

米中が国交樹立を正式発表 
該当なし 

円 ¥219.14 7.77％ 6,002 円 

1990 年 

平成２年 
バブル崩壊で株価急落始動 

雲仙普賢岳火山活動活発化 
東西ドイツ統一が正式成立 

湾岸危機クウェート侵攻 
エコロジー商品 

ファジー家電 ¥144.79 6.75％ 23,849 円 

2002 年 

平成 14 年 
小泉訪朝で拉致被害者帰国 

りそな誕生等金融再編進展 
欧ユーロ流通開始 

米国イラク攻撃が本格化 
丸ビル  

カメラ付携帯電話 ¥125.38 0.89％ 8,579 円 

2014 年 

平成 26 年 
消費税８％反動深刻化 

小保方 STAP 論文不正認定 
露クリミア編入強行 

ISIS 勢力中東で支配地域拡大 
インバウンド消費 

妖怪ウォッチ ¥105.94 0.33％ 17,451 円 
 

丙午は、十干の「丙」が象徴する“陽の火”と、十二支「午」に宿る“盛んな火気”が重なる年で、五行ではとりわけ

強い熱を帯びるとされます。この「火と火」の重なりが古来の想像力を刺激し、江戸時代には八百屋お七の物語と結びつ

いて「丙午の女は気性が強い」といった俗説まで生まれました。しかし、もちろんそれらに実証的な裏付けはございませ

ん。むしろ丙午とは、強い火が闇を払って物事の輪郭を浮かび上がらせるように、課題も可能性も明瞭になる年だと考え

られます。 

炎は破壊の象徴であると同時に、新たな秩序を生む創造の力でもあります。丙午の烈しさは、混沌の中に未来への道筋

を照らす“光”を見いだす契機となるのではないでしょうか。 
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令和７年度第１回 事務局長会議を長崎で開催 
 

令和７年９月 11 日（木）、長崎市の出島メッセ長崎において、令和７年度第

１回商団連事務局長会議が開催され、全国から 52 団地 56 名が参加しました。 

冒頭では、代表世話人の協同組合ベイタウン尾道の蔦永英明専務理事、続い

て幹事団地の協同組合長崎卸センターの石丸利行理事長から挨拶があり、引き

続き全員協議会が開催され、令和６年度事業報告・収支決算が原案どおり承認

されました。 

会議では、まず幹事団地である協同組合長崎卸センターの概要説明が行われ

ました。その後、中小機構、商工中金、全国卸商業団地企業年金基金など関係

機関から施策説明があり、住友生命及び商団連事務局から共済事業の推進状

況、商団連の各事業の説明が続きました。 

午後からは、団地規模等に応じ３分科会に分かれ、組合収益事業や組合員支

援の課題等について発表と意見交換を行いました。 

会議終了後は協同組合長崎卸センターの団地見学を実施し、長崎 I・K ホテ

ルにて和やかな雰囲気の中、情報交換会（懇親会）が行われました。 
 

 令和７年度組合事務局職員研修会を開催 
令和７年 11 月７日（金）、東京都港区の機械振興会館において組合事務職員研修会

が、開催され、全国から 20 団地 23 名が参加しました。 

初めに、協同組合土浦総合流通センターの南場美樹専務理事から「組合事務局の役

割と事務局職員の心構えについて」と題した講演が行われ、これまでの豊富な社会人

経験に基づく実践的なお話をいただきました。 

続いて、明治大学政治経済学部の森下正専任教授から「新パラダイムにおける団地

組合の組合事業の在り方と実践」をテーマにご講演いただきました。 

その後は少人数のグループに分かれ、意見交換を実施しました。参加者からは「他

組合の職員と意見交換ができ、有意義であった」「今後、参加者同士の連携強化につな

がる」との声が寄せられ、充実した研修会となりました。 
 

全国で商団連ブロック会議を開催 
 
※各ブロック会議の参加状況    

開 催 日 エ リ ア 幹事団地 参 加 組 合 数 出 席 者 数 

９ 月 25 日 北 海 道 協同組合石狩新港卸センター       ４組合 21 名 

10 月 21 日 東北 協同組合秋田卸センター 12 組合 26 名 

11 月 26 日 関東 協同組合前橋問屋センター 14 組合 24 名 

10 月 17 日 中部 協同組合津卸商業センター ６組合 13 名 

11 月 20 日 近畿 大阪メルカート協同組合 10 組合 15 名 

10 月 30 日 中 四 国 協同組合柳井総合卸センター 11 組合 22 名 

11 月 27 日 九州 有田焼卸団地協同組合 ８組合 20 名 
 

令和７年９月から 11 月にかけ、全国７ブロックでブロック会

議を開催し、全ブロックで 65 会員組合、141 名が参加しました。

各会議には、中小企業庁、中小機構、商工中金、住友生命及び全

国卸商業団地企業年金基金から多くの来賓・オブザーバーが参

加し、意見交換の場に加わりました。 

会議では、主催者及び幹事組合代表者の挨拶に続き、各会員

組合から団地の活性化に向けて現在取り組んでいる事例や、今

後予定している取組の報告が行われ、その後、意見交換を実施

しました。 

続いて、中小企業庁、中小機構、商工中金、住友生命、全国卸商業団地企業年金基金から各種施策の説明が行われ、さら

に商団連本部からは、商団連グループ保険の加入推進、卸商業団地構造変化等対応支援事業、商団連会員サポートセンター

の活用、今後の日程等について説明がありました。会議後の情報交換会では、会員同士が活発に情報を共有し、懇親を深め

る有意義なひとときとなりました。 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議の様子（北海道） 会議の様子（東北） 会議の様子（関東） 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

会議の様子（中部） 会議の様子（近畿） 情報交換会の様子（中四国） 会議の様子（九州） 
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▷ 掛金は できます。 
▷ 積立金は で積み立てられます。       パンフレットはこちら 
▷ 平準的に積み立てることで します。 
▷ 従業員が給付を受ける際には、 もしくは が受けられます。 
▷ 退職金積立の できます。 

当基金では、加入者毎に仮想の個人勘定を設け、掛金に１.５％(複利)の利息を付与しています。 
退職金規程で、規定する退職金総額に、当基金から受け取る年金や一時金を含む旨を定めれば、 
利息相当額分の退職給付コストを圧縮することができます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

新規加入を随時受け付けています  
詳しくは「全 国 卸 商 業 団 地 企 業 年 金 基 金」まで ☎０３－３５６０－７０１７ 

ホームページアドレス（URL） https://www.oroshikikin.jp 
 

 

住友生命からのお知らせ  ～健康課題解決のお手伝いを通して活力ある職場作りを応援します～ 

住友生命では「ウェルビーイング」をキーワードに経営課題解決に向けたソリューションをご提供しております。 

健康経営ポート 「健康経営コンサルティング」健康経営優良法人認定に向けた情報提供およびサポート 

健康チェックイベントを全国で実施しています。In Body 測定器（筋肉量、脂肪量等測定）が好評です！        
 

各種セミナー 

「健康増進セミナー」 従業員の健康増進への行動変容を促します。 

「仕事と介護の両立支援セミナー」 介護リテラシーの向上につながります。 

「新入職員マナーセミナー」 新入職員等を対象に社会人としてのマナーを学びます。 

 →R８年４月２日(木)10:00～15:00、R８年４月７日(火)10:00～15:00（いずれも同内容、リモート開催） 

  参加をご希望の場合は各組合事務局にお問い合わせください。 

「ライフプランセミナー」 生活設計・資産形成の意欲喚起となります。 

「セカンドライフセミナー」 定年退職後準備への意識付け 

「睡眠セミナー」 睡眠の質の向上を目指します。 

 

福利厚生制度 

「商団連グループ保険（会社掛）」割安な経費で死亡退職金・弔慰金制度を実施できます。 

「商団連３大疾病グループ保険」 

（会社掛） 

３大疾病（がん・急性心筋梗塞・脳卒中）に罹患し、所定の条件に該

当した場合に保険金をお支払いします。 

「全国卸商業団地企業年金基金」 

（退職金制度） 

お手頃な掛金から退職金制度を始められます。商団連会員組合の組

合員企業のための制度です。 

「Vitality 福利厚生タイプ」  Vitality 健康プログラムを活用して、従業員の健康増進・運動習慣

の改善に関する「自発的な取組」をサポートするサービス（スマホア

プリ）です。また、経営者のリスクもサポートします。 
 

 

確定給付企業年金のメリット 

全国卸商業団地企業年金基金は、全国の卸商業団地で働くみなさまの退職後の所得の充実
を図る目的で設立された確定給付企業年金制度です。現在、約６４０事業所、１４,７００
人のみなさまにご加入いただいています。 

 

従業員が平均基準給与３０万円 
３０年間(上乗せ給付３倍型)に加入
した場合の例 

掛金総額２９２万

コスト圧縮 

７６万円 

会社からの一時金 
１３２万円 

利息相当額 
基金からの 

一時金 

３６８万円 

退職金総額が 
500 万円の場合 

※加入期間中の昇給の状況により一時金の額は変動します。 基金の財政状況が大きく悪化した場合、追加の掛金を 
ご負担いただくことがあります。事務費掛金は、30 年間累計で 216,000 円(年間平均 7,200 円)ご負担いただきます。 
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会員組合の役職員の皆様 傘下組合員の経営者・従業員の皆様へ 
 

商団連福祉共済会からのお知らせ   
 

 中小企業が採用競争を勝ち抜くために、共済による福利厚生の強化を   

①今、人手確保は「売り手市場」。福利厚生が差をつける時代です 

中小企業でも、他社と差をつけるには給与だけでなく「安心・安定」を感じさせる制度が必須です。 
・全国の「新規求人倍率」は約２．３０倍、「有効求人倍率」は１．３１倍と高水準で、求職者に有利な市場環境が続い

ています。 

・特に 20 代以下の若手層では、企業選びにおいて「福利厚生を重視する」という回答が半数に達しています。 

出典：「企業における福利厚生施策の実態に関する調査」（独立行政法人労働政策研究・研究機構） 
 

②実際に、福利厚生の充実が採用・定着につながる傾向が示されています 
・経済産業省の報告では、「職場環境整備が進んでいる企業ほど、従業員数が増加傾向にある」という結果が明らかにな

っています。出典：2024 年版中小企業白書 
・人材戦略として福利厚生を重視する企業は、従業員のモチベーション向上や業績アップにもつながっています。 

 

③中小企業は大手に比べ、福利厚生に課題を抱えています 
・厚生労働省が実施した令和３年就労条件総合調査によると約 70％の中小企業が法定外福利を実施しているものの、制

度内容は大企業と比較して限定的であり、充実の余地が大きい状況です。つまり、中小企業ほど「見せ方」次第で制度

の価値を高められる大きな余地があるのです。 
 

④特に「まさかの時」に備える共済制度は差別化の切り札 
・慶弔・通院支援などは導入率が高い一方、「法定を超える保障（生命共済や疾病保障）」は導入率・利用率ともに低く、

従業員にとっては手薄になりがちです 。 
・従業員に掛ける共済制度は、万が一の際の「安心感」を提供し、実際の福利として受け取る際の安心材料にもなります。 
・共済加入企業は「人を大切にする」姿勢が明確になり、他社との差別化になります。 

 

 商団連の共済制度は半世紀以上にわたり皆さまにご愛顧いただいています  
 

商団連福祉共済会は、商団連に所属する会員組合の組合員及びその従業員並びに事務局役職員を対象に「①商団連グルー

プ保険」及び「②３大疾病グループ保険」の運営を住友生命保険相互会社と提携し行っています。 

昭和 46 年（1971 年）の制度発足以来、半世紀以上にわたり、多くの皆様にご愛顧いただいています。また、令和７年４

月から「３大疾病グループ保険（会社掛）」が新たにスタートしました。 

①商団連グループ保険で「死亡保障」が、②３大疾病グループ保険で「３大疾病での入院・通院の費用」がカバーされま

す。９ページの「２つの共済制度のご案内」も併せご覧ください。 
 

○商団連の２つの共済制度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①商団連グループ保険（会社掛） ②３大疾病グループ保険  

・災害保障特約が付いたシンプルな保障ですが、病気死

亡、災害死亡のどちらでも支払い対象となり、24 時間

保障ですので、従業員の万一の時に備えたいが、経費

を抑えたいという経営者の方にお勧めです。 

・全国規模のスケールメリットで、お手頃な掛金を実現

しております。 
 

※令和６年度保険金・給付金の支払実績 

①支払保険金８件 2,400 万円 

②支払入院給付金４件 13 万円 合計 2,413 万円 

・さらに、商団連独自の祝金・見舞金制度を設けてお

り、多くのご加入者にご利用いただいております。 
 

※令和６年度の見舞金・祝金の支払実績 

(商団連独自制度)  

通院見舞金 11 件 入院見舞金 13 件  

結婚祝金 30 件 出産祝金 57 件 合計 111 件 

･３大疾病（がん、急性心筋梗塞、脳卒中）が対象の制度

です。※死亡や高度障害の保障はありません。 

･３大疾病はいずれも入院での治療に加え、長期にわたる

通院を余儀なくされるパターンが多いです。 

･仕事と治療の両立をはかるための資金のご準備にお役立

ていただけます。 

 

※疾病分類別の平均在院日数 

疾病内容 平均在院日数 

悪性新生物 

(腫瘍) 
１９．６日 

心疾患 ２４．６日 

脳血管疾患 ７７．４日 
 

 
※入院日数が長引くほ 

ど、入院中の食事代や 

差額ベッド代など自己 

負担が膨らみます。 

 

 

 
出典:厚生労働省「令和２年患者調査」より作成 

 

 重要なお知らせ   

商団連グループ保険

（告知内容の変更） 

・商団連グループ保険（会社掛）につきまして、加入・増額時の告知内容が変更され、加入条件

が大幅に緩和されています。☞ 今まで加入・増額できなかった方も再度ご検討ください。 

※変更内容 

・個別の病気の該当確認は不要になり、病気や外傷で、現在又は過去に一定期間、欠勤の有 

無について告知する方法となりました。 

 

※提携先 
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商団連会員サポートセンターの活用のお願い 
※会員組合に限らず、組合員企業の皆様も 

ぜひご活用をご検討ください。 
 

商団連では、「商団連会員サポートセンター」を設置し、会員組合の皆様が抱える様々な課題の解決や活性化の支援を実

施しています。 
 

①個別相談窓口の開設 

・関係各機関（中小企業庁、中小機構、商工中金、全国中小企業団体中央会及び顧問弁護士等）と連携して、個別相談窓

口を開設しています。令和６年度は 33 件のご相談が寄せられました。相談内容は、組合運営、各種補助金、金融事業を

始め多岐にわたっています。 
 

②業務提携先（髙松建設株式会社、株式会社コスモシステム、株式会社ラクス、株式会社イチネン）のご紹介 

・商団連では「建築ニーズ」等に対応するために準大手ゼネコン「髙松建設株式会社」及び不動産鑑定会社の「株式会社

コスモシステム」と業務提携しています。また、新たに「株式会社ラクス（楽楽明細）」及び「株式会社イチネン（オー

トリース・ガソリンカード）」と業務提携を開始し、会員組合・組合員企業のサポートを実施してまいります。会員組合

に限らず、組合員企業の皆様も是非、ご活用をご検討ください。 
 

③耳寄り情報のご提供 

・商団連では、「耳寄り情報」の形式で、関係諸機関からの各種情報（補助金、セミナー等）を会員組合宛に提供していま

す。ぜひご活用ください。なお、令和７年度（４月～11 月）は 15 件の情報をご提供しています。 
 

本件に係るお問い合わせ先   

全国卸商業団地協同組合連合会 事務局（担当:原田） TEL03-6807-4335 Email:y.harada@shoudanren.jp 

※なお、組合員企業の皆様は所属組合事務局経由を通じたお問い合わせも可能です。 
 

業務提携内容 

※建物建築等を検討の皆様   

髙松建設株式会社（準大手ゼネコン）のご紹介 
 

・卸団地制度が創設され 60 年超が経過しました。長い年月の経過により、団地の施設は老朽化、耐震、アスベスト対応な

ど、様々な課題が生じています。 

・例えば、「お見積りを取りたい」「話を聞きたい」「耐震工事を検討している」「遊休地を活用したい」等皆様からのご相

談・ご紹介をお待ちしております。（団地内外の物件問わずお問い合わせください。） 
 

髙松建設株式会社概要（中核の HD で東証プライム市場上場） 

大阪本店：大阪府大阪市淀川区新北野１－２－３ 東京本店：東京都港区芝４－８－２ 

会社設立：1980 年 11 月 売上高：3,126 億円（グループ計）  

ＨＰ（髙松建設）https://www.takamatsu-const.co.jp （グループ）https://www.takamatsu-cg.co.jp 
注：対応できるエリアが首都圏、近畿圏、中京圏、札幌、仙台、福岡、広島の各地区になっています。  
 

※不動産鑑定を検討の皆様 

株式会社コスモシステム（不動産鑑定会社）のご紹介 ※対象エリアは全国一円 
 

・当社は全国に９拠点を有する全国規模の鑑定事業者で、全国の金融機関の担保評価を多く手掛けている企業です。 

・不動産鑑定評価書は、以下のような様々な場面でお使いいただけます 

〇М＆Ａや事業承継 〇親族間や同族間での売買や交換 〇固定資産の減損会計処理 等 
 

株式会社コスモシステム概要 

東京本社：東京都千代田区九段北４－１－３日本ビルディング九段別館 10 階 TEL：03-6261-2361 

 ＨＰ：https://cosmoap.co.jp 
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商団連 新たな業務提携先のご紹介 
※オートリースの導入（業務効率化）・ガソリン価格引下げを検討の皆様   
 

「株式会社イチネン」のご紹介～全国対応 
 

・近年、燃料価格の高止まり・車両コストの増大・整備人材の不足・脱炭素対応の加速など、企業の車両管理を取り巻く

環境は、大きく変化しています。企業経営を行う上でこうした社会的課題に対応し、「コスト削減」「業務効率化」「安全

運行」「GX 対応」を実現することが重要になっています。 

・商団連では「株式会社イチネン」と業務提携し、「メンテナンス付きオートリース」「イチネンガソリンカード」の２つ

のサービスの提供を開始しました。なお、「イチネンガソリンカード」は全国統一価格での対応が可能となっています。 

・お見積りの作成をご希望の場合は商団連又は所属の組合事務局、もしくは以下のお問い合わせ先にご連絡ください。 
 

株式会社イチネン概要（中核の HD で東証プライム市場上場）以下は HD の概要を掲載 

本社：大阪府大阪市淀川区西中島４丁目 10 番６号 

会社設立：1963 年５月 売上高：1,549 億円 従業員数：2,067 人 

ＨＰ（当社）https://www.ichinen.co.jp/（HD）https://www.ichinenhd.co.jp/ 

当社お問い合わせ先 

お問い合わせ先 

株式会社イチネン東京支店(商団連担当:若池、石川) 

住所：東京都港区芝浦４丁目２番８号 住友不動産三田ファーストビル９階 

TEL：03-6400-3555 

Email: wakaikeh@ichinen.co.jp(若池) ishikawam@ichinen.co.jp(石川) 
 

※「帳票発行業務」の効率化、「郵送料金値上げ」にお悩みの皆様 
 

「株式会社ラクス（楽楽明細）」のご紹介～全国対応 
 

・商団連では「株式会社ラクス」と業務提携し、会員組合・組合員企業の DX・IT 化による業務効率化の支援を実施しま

す。ラクスグループは、企業向けクラウドサービスを９万５千社に提供する国内有数のクラウドサービス企業です。 

・昨今の法改正や様々なコストの上昇、人手不足などへの対策を検討中の企業様も多いかと存じます。 

上記対策の第一歩として、電子帳票発行システムである「楽楽明細」を導入する企業は年々大きく増加しています。 

・今回の業務提携に伴い、**「商団連 会員組合・組合員企業様 限定の特別特典」**をご用意いたしました。 

通常よりも大変お得に導入・運用が可能なこの機会を、ぜひご活用ください。 

 ★【商団連】がオススメする株式会社ラクス 楽楽明細のポイント★ 

 ①1 万 4 千社を超える導入実績に加え、商団連加盟企業の 400 社以上が請求書/納品書など様々な帳票の効率化を実現。 

 ②全国に 8 つの拠点(順次増加中)があり、リリース 12 年以上の経験豊かなサポート体制でデジタル化を全力支援。 

・「自社のシステムと連携できるか？」「どれくらいコストが下がるか？」など、お気軽にお問い合わせください。 

ご導入をご検討の場合は商団連又は所属の組合事務局、もしくは以下のお問い合わせ先にご連絡ください。 
 注：「楽楽明細」以外の「楽楽クラウド」製品の導入を検討している場合もご一報ください。 
 

株式会社ラクス概要 

本社：東京都渋谷区千駄ヶ谷５丁目 27 番 5 号 大阪本店：大阪府大阪市北区鶴野町１番９号 

会社設立：2000 年 11 月 売上高：489 億円 従業員：3,086 人（連結）ＨＰ(当社) https://www.rakus.co.jp/ 

お問い合わせ先 

株式会社ラクス 中日本フィールドセールス部（商団連担当:嶋崎） 

住所：大阪府大阪市北区鶴野町 1-9 梅田ゲートタワー 

TEL：06-7650-4903 Email:it-west@sales.rakus.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

お願い：株式会社イチネンにお問

い合わせの場合は「商団連の会員

組合の関係者」である旨はお伝え

ください。 

お願い：株式会社ラクスにお問い

合わせの場合は「商団連の会員組

合の関係者」である旨はお伝えく

ださい。 
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北から南から ～ 会員組合の皆様の情報をお届けします ～ 

祝 
令和７年秋の叙勲   会員組合の理事長２名が勲章を受章 

井橋 吉一理事長（越谷）   高桑 幸一理事長（金沢） 
 

令和７年秋の褒章・勲章の受章者がこのほど発令されました。永年にわたり地域経済の発展や卸商業団地の振興、産業基

盤の強化に尽力された功績が認められ、商団連関係ではお二方が旭日小綬章を受章されました。ここに謹んでご受章をお祝

い申し上げます。 
 

■ 旭日小綬章 

井橋 吉一 氏 
■ 旭日小綬章 

高桑 幸一 氏 
 主な経歴 

元 越谷商工会議所 会頭 

現 株式会社イハシ 取締役会長 

現 越谷流通団地運営協議会 会長 

現 協同組合越谷卸センター 理事長 

 主な経歴 

前 石川県間税会連合会 会⾧ 

現 株式会社キョー・エイ 代表取締役会⾧ 

現 協同組合金沢問屋センター 理事⾧ 

現 全国卸商業団地協同組合連合会 副会⾧ 

現 金沢商工会議所 副会頭 

現 石川県中小企業団体中央会 副会⾧ 

鹿児島総合卸商業団地協同組合（愛称：オロシティー） 
 

 第 39 回オロシティー夏まつりを開催   
 

鹿児島総合卸商業団地協同組合では、令和７年８月２

日（土）恒例の「オロシティー夏まつり大会」を開催しま

した。 
今年は物品販売ゾーンが 31 テント、飲食ゾーンが 33

テントの合計 64 テントの出店があり、組合会館周辺の道

路を歩行者天国とした組合員の物品販売ゾーンには、多

くの買い物客が押し寄せました。 

また、ステージでは屋内外ステージとも、特色あるイ

ベントが行われ、会場を大いに盛り上げました。 
当日は天候にも恵まれ、延べ約 22,000 人の皆様にご来場頂き、大変な賑わ

いとなりました。この夏まつりは「地域に密着した卸団地づくり」をコンセプ

トに、地域の活性化や地域貢献を目的としたイベントです。実行委員会をはじ

め参加者全員の尽力により、今年も大きなトラブルもなく大盛況で終了する

ことができました。 
 

 第 11 回オロシティー社員交流会を開催     
 

鹿児島総合卸商業団地協同組合では、令和７年９月 26日（金）恒

例の「社員交流会」を開催しました。 
今回は、新たな試みとして、外部会場を利用するのではなく、当

組合展示場を使うスタイルに変更しました。参加者は二百人を超え

、大人気の「卸団地の歌姫」や、「卸団地の矢沢永吉」など芸達者な

参加者から歌やダンスのパフォーマンスが披露され、会場は大いに

盛り上がりました。「卸団地の歌姫」からは会社の都合により今回で

最後のパフォ―マンスとなることが宣言され、

名残惜しむ声が数多く聞かれました。 
また、今回も組合員各社から、多くの景品を

提供していただき大抽選会も行いました。抽選

会では番号が呼ばれるたびに、参加者の方々が

一喜一憂される姿が見られました。最初から最

後まで笑いあり、感動ありの素晴らしい社員交

流会を今回も開催することができました。 

商団連事務局からのお願い    「機関紙 商団連」に記事を載せませんか?  
商団連では、「機関紙 商団連」の次号（令和８年夏号) 以降も、会員組合の皆様の記事を掲載していく予定です。団地

内トピックス（例えば、周年行事開催、組合会館落成、地元新聞での団地組合紹介、特徴のある共同事業、地域貢献の取

組等）がありましたら商団連事務局までお知らせください。 
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協同組合帯広卸売センター  視察研修旅行（大阪）を６年ぶりに実施 

 

協同組合帯広卸売センターでは、令和 7 年９月 17 日（水）～19 日（金）の３日間、大阪関西万博 2025 及び大阪市内の

主要施設を巡る視察研修旅行を６年ぶりに実施しました。久しぶりの企画ということもあり、参加者 12 名はいずれも熱心

に各見学先を回り、組合員同士の交流や情報交換も活発に行われました。 

初日はカップヌードルミュージアム大阪池田にて、インスタントラーメンの歴史や製造工程を学び、オリジナルカップ

ヌードルづくりも体験しました。２日目は万博会場に移動し、大屋根リングや各国パビリオンを巡りながら、最新の展示

手法や空間演出を体感しました。会場内は多くの来場者で賑わっていましたが、その活気も含めて大きな刺激となりまし

た。最終日はあべのハルカス 300 から大阪市街を一望し、研修の締めくくりといたしました。 

参加者からは「久しぶりの交流の場となった」、「多くの刺激を得られた」などの声が寄せられています。６年ぶりの実

施となった今回の研修旅行は、参加者同士の親睦を深めるとともに、今後の組合活動への参考となる貴重な機会となりま

した。 
 

 

 

下関問屋センター協同組合 

組合創立 60 周年記念祝賀会開催 

 

 

下関問屋センター協同組合は、今年創立 60 周年を迎えました。 

 当組合では、これを記念して、地元自治体への寄付を実施し、下関市より感

謝状を受領しています。 

また、令和７年７月 11 日（金）には、関門海峡を見下ろす「春帆楼」を会

場として、組合員や賛助会員、組合役員 OB をお招きして祝賀会を開催しまし

た。「春帆楼」は日清講和条約の締結交渉が行われた場所であり、また、明治

の元勲である伊藤博文公から、初めて河豚料理を許可された老舗としても知

られています。 

 祝賀会当日は、組合の 60 年の歴史を振り返るスライドの上映や組合役員 OB

に昔のエピソードを語っていただく等の企画が催され、地元バンドの演奏す

るオールディーズを聞きながら昔を振り返りつつも、この組合の歩みを更に

未来へと伸ばそうと、各々決意を新たにしたひと時となりました。 
 
 

 

 

 

 

 

小田原卸商業団地協同組合 

組合創立 55 周年･団地完成 50 周年記念式典開催 
 

小田原卸商業団地協同組合の組合創立 55 周年・団地完成 50周年記念式典・

祝賀会が令和７年 10 月３日（金）、小田原市の「報徳二宮神社 報徳会館」に

て盛大に開催されました。 
 記念式典では、近藤保理事長より組合設立と団地造成の歴史を振り返り「湘

南地区における中核的な流通拠点としての地位を確立できたと自負している。

未来に向けて組合員とともに力を合わせ、持続可能な地域経済の発展に貢献し

ていきたい」との式辞がありました。 
 その後、加藤憲一小田原市長や小田原箱根商工会議所の鈴木悌介会頭、全国

卸商業団地協同組合連合会の夏目副会長ら多くの来賓が出席し、組合の節目を

祝いました。 
 また、55 周年を迎え、組合のビジョンも発表された。「つなぐ、広げる、未

来を創る」をスローガンに、SNS のインスタグラムを活用した組合員同士の連

携強化や、一般向けの情報発信に力を入れていくという方針が示されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※商団連会長表彰の皆様      
(敬称略順不同) 

湯山 憲治（相談役） 

山岸 功治（理事） 

鳥越   諭（理事） 
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協同組合熊谷流通センター 
団地開設 50 周年記念式典開催・『ソシオスクエア』グランドオープン 

 

協同組合熊谷流通センターは令和７年 10 月 7 日（火）に団地開設 50 周年記念

式典を開催しました。記念式典には関係各所や組合企業代表者らが出席し、半世

紀にわたる歩みを振り返るとともに、今後のさらなる発展への決意を新たにしま

した。昭和 50 年の開設以来、埼玉県北の産業拠点として多くの企業活動を支え、

地域経済の発展に大きく寄与してきました。 

節目となる本年には、新たなシンボルとして『ソシオスクエア』がグランドオ

ープンしました。ソシオスクエアは、組合企業間の交流促進や地域との連携強化

を目的に整備された複合施設で、ホールや会議室、組合の青年部「青経会」で運

営するソシオラウンジ、防災倉庫などを備えています。災害時には一時避難所と

しての機能も担い、地域防災拠点としての役割を果たすことが期待されています。 

協同組合熊谷流通センターでは、これまでの 50 年の歩みに感謝するとともに、

持続可能な産業拠点として次の半世紀を見据えた取り組みを進めてまいります。 
 

※各表彰の皆様                     (敬称略順不同) 

中小企業庁長官表彰 中小機構理事長表彰 商団連会長表彰 

石山 洋一（副理事長） 

及川  亨（副理事長） 

野村 泰豪（理事） 

小林   肇（理事） 

佐野 直人（専務理事）

藤間 太郎（理事） 
 

 

協同組合福岡卸センター 
団地完成 50 周年記念式典を盛大に開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

協同組合福岡卸センターでは、令和 7 年 10 月 16 日（木）、福岡市東区のザ・ロイヤ

ルクラシック福岡にて「団地完成 50 周年記念式典」を盛大に開催しました。 

本式典は、団地完成から半世紀という節目を迎えるにあたり、組合員一同がこれま

での歩みを振り返り、今後の更なる発展と団結を誓う場として企画されたものです。 

式典では、開会宣言に続き「50 年の歩み」を振り返るビデオ上映が行われ、百田理

事長による主催者挨拶の後、星野九州経済産業局長、服部福岡県知事より祝辞を賜り

ました。続いて、中小企業庁長官表彰、独立行政法人中小企業基盤整備機構理事長表

彰、全国卸商業団地協同組合連合会会長表彰、さらに感謝状の授与など、長年にわた

り組合の発展に尽力された 11 名の功労者が表彰されました。 

祝賀会では、アトラクションのマジックショーもあり和やかな雰囲気の中、参加者

同士の交流を深める祝宴となりました。 今後も福岡卸センターは、組合員の連携と協

力を礎に、地域経済の発展に貢献してまいります。 
 

※各表彰の皆様                    (敬称略順不同) 

中小企業庁長官表彰 中小機構理事長表彰 商団連会長表彰 

金古 嘉喜（副理事長）

坂田 泰良（理事）  

津田 征子（元理事）

石河  勲（理事） 

田中 良彦（理事） 

杉山 秀彦（前理事）

 

協同組合前橋問屋センター 
組合創立 60 周年記念式典・講演会・祝賀会開催 

 

 

協同組合前橋問屋センターの組合創立 60 周年記念式典・講演会・祝賀会が令和７年

10 月 23 日（木）、前橋市の前橋問屋センター会館において盛大に開催されました。 

 記念式典では、都丸和俊理事長の式辞で始まり、続いて中小企業庁長官表彰、中小

企業基盤整備機構理事長表彰、商団連会長表彰、前橋市長並びに前橋問屋センター理

事長表彰が行われました。 

 その後、来賓を代表して関東経済産業局の志村典彦産業部次長、中小企業基盤整備

機構の桃井謙祐理事、群馬県の町田裕之中部振興局長、前橋市の小川晶市長、前橋商

工会議所の金子昌彦会頭、商団連の伊藤三郎専務理事の祝辞がありました。 

式典後は 480 万部を超えるベストセラー『人は話し方が９割』の著者であり、講演

家としても全国各地で活躍している永松茂久氏をお迎えし、講演会を行いました。 

 講演会後の祝賀会は盛大に開催され、高崎卸商社街協同組合の杉浦幸男理事長の祝

辞の後、群馬銀行の堀江明彦常務取締役の乾杯のご発声により祝杯をあげ、盛会のう

ちに終了しました。 
 

 

※各表彰の皆様（商団連関連）                (敬称略順不同) 

中小企業庁長官表彰 中小機構理事長表彰 商団連会長表彰 

廣田 哲也（副理事長） 阿部 純治（副理事長）

都丸 高志（理事） 

駒田 雅俊（副理事長）

阿部 知章（理事） 
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商団連会員ネットワークを活用した販路開拓事業のお知らせ ※次回以降も引き続き掲載を募集しております。 
 

AOMORI RINGO（青森 りんご） 

協同組合青森総合卸センターからのご紹介 
 

当組合が提携している「青森観光りんご園」は、青森県八甲田山麓でりんごを中

心とした果樹や野菜を栽培しています。青森観光りんご園では、動物性肥料を一切

使わない有機栽培的方法である「ステビア農法」により土壌と果樹本来の力を活性

化させ、その上に葉っぱの力をプラスして大地と太陽の恵みを十分に与えていま

す。冬の枝切り、春から夏にかけての花つみ・実すぐり、秋の玉回し、草生や日照

管理など、1 年間、手間のかかる作業を一つ一つ丁寧に行い、毎年こだわりのりん

ごを育てています。 

自然豊かな環境で丹精込めて育てられた本場青森の完熟りんごを、ぜひご賞味く

ださい。贈答用としても大変ご好評をいただいております。 

 

 

◆申込期限  

 令和８年２月 27 日（金）←まだ間に合います 

 

◆お問い合わせ先 

協同組合青森総合卸センター 担当  小田切・後藤 
〒030-0131 青森県青森市問屋町２-17-３ 

TEL：017-738-4711 FAX：017-738-7323 
 
 

 

「本当に満足できるラーメンがお家で食べれたら」 

株式会社エゴイプセのご紹介（協同組合川越バンテアン） 
 

 

「ちょっと美味しい中華食堂 大門」 
    

魚介系スープの濃厚な、つけ麺が一番人気です。     

麺もスープも全て工場で製造管理されているので、安心していただけます。特製餃子も人気 

商品です。川越店用に製造しているモチモチ麺を味わうことができます。 
 

 製麺所が運営するラーメン店   

2012 年にオープンした団地内にある自慢のラーメン店です。    

店内は、カウンターが６席、４人掛けのテーブルが４席の構成で、混雑時には外で名前を書

いて待機するほどの人気店です。お店の隣が製麺所なので、朝打ちたての麺をいただけます。

各テレビ局でも幾度も取り上げられている為、今も行列が続いています。 

 

 

 大門の本気味を、ご家庭で～♪      
 

◆お問い合わせ先                                 

株式会社エゴイプセ  
〒350-0856 埼玉県川越市問屋町５-９ 

TEL：049-272-8777    
 

営業時間/営業日 

水曜～金曜 11 時～14 時 

土曜、日曜 11 時～14 時 30 分 

 
 

 

 

通 販 
     ⇓ 

https://jitakuramen.base.shop/ 
 

Insutagram 

     ⇓ 

商工中金の 
 

「定期預金特別キャンペーン」のお知らせ 

インターネットバンキングからのお預け入れで 
マイハーベスト１口５０万円以上のお預け入れ 

３年もの1.20％１年もの0.90％ 
 

商工中金では、2025 年 12 月 10 日より 2026 年２月 27 日まで、個人のお客さまを対象

とした「定期預金特別キャンペーン」を実施しています。インターネットバンキングから

のお預け入れでは、３年もの 1.20％、１年もの 0.90％など、期間限定の優遇金利が適用

されるほか、テレホンバンキングでのお預け入れにも特別金利が設定されています。 

さらに、今回初めて商工中金とお取引を開始されたお客さまを対象に、マイハーベスト

のお預け入れ金額に応じて Amazon ギフトカード（1,000 円分または 5,000 円分） をデジ

タルギフトで進呈する特典もご用意しています。 

昨今、金利環境が大きく動き始めるなか、安全性の高い資産運用手段として、ご自身の

資産形成を見直す一助として、ぜひ本キャンペーンをご活用ください。 

キャンペーンについてご不明な点は、ホームページをご覧ください。 

※キャンペーン情報についての情報はこちらから！ 

https://www.shokochukin.co.jp 
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商団連から 令和８年度「卸商業団地構造変化等対応支援事業」公募日程のお知らせ 
 

卸商業団地構造変化等対応支援事業につきまして、令和８年度も公募を実施します。なお、令和７年度は一次公募・二

次公募を合わせ６件が採択されています。 
本事業は中小卸売業及び卸商業団地の活性化を図るため、①重点事業（防災・減災機能の向上、GX・DX への対応）、②拠

点機能強化事業（組合施設等の老朽化対策、建て替え及び新規立地への移転、共同事業の見直し・再構築等）を実施する

際の調査研究や事業化計画の策定等に対して支援することを目的としています。ただし、設備費用やイベント等の開催費

用は対象外となります。 
 

１令和８年度の公募日程（以下のとおり、一次及び二次と２回の公募を行います。） 

一次公募 令和８年３月２日（月）～３月 31 日（火） なお、令和９年度以降についても一次公募（３月）及び二次

公募（９月）を行う予定です。 二次公募 令和８年９月１日（火）～９月 30 日（水） 
 

２助成限度額 1,500 万円（下限 100 万円） 
 

３助成割合 

①重点事業（単独）又は①重点事業＋②拠点機能強化事業 助成対象経費の４／５以内 
②拠点機能強化事業 助成対象経費の２／３以内 

 

４ご確認 

本事業の実施期間は令和６年度から最長５年間となりますが、取崩型基金のため、基金残高がなくなり次第公募終了と

なります。お問い合わせは商団連事務局までお願いします。 
 

令和８年 商団連スケジュール ご参加いただきますよう、お願い申し上げます。 
 

〇全体のスケジュール 

 日付 内容 会場 

令和８年１月 22 日（木） 
新年賀詞交歓会及び新春セミナー 

第２回役員会 
全国町村会館 

令和８年１月 23 日（金） 第２回事務局長会世話人会 商団連 会議室 

令和８年３月 12 日（木） 福祉共済会幹事会 商団連 会議室 

令和８年３月 13 日（金） 第２回事務局長会議 全国町村会館 

令和８年３月 26 日（木） 第３回役員会 調整中 

令和８年４月 16 日（木） 第１回正副会長会議 商団連 会議室 

令和８年５月 14 日（木） 第１回役員会 リモート会議 

令和８年６月 23 日（火） 第 59 回通常総会 ホテルニューオータニ 

令和８年９月 17 日（木） 

～９月 18 日（金） 
第１回事務局長会議 

幹事団地 

協同組合熊谷流通センター 

令和８年 10 月５日（月） トップセミナー(商工中金共催) KKR ホテル東京 

令和８年 10 月６日（火） 全国卸団地理事長懇談会 KKR ホテル東京 
 

※今年は 10 月５日に２年に１回開催のトップセミナー（商工中金共催）、翌日の 10 月６日に前回好評の全国卸団地理事 

長懇談会を開催します。 
 

令和７年の相場動向(為替、株価、金利) 為替は円安に振れ、金利上昇が顕著な年でした 
 

注：ドル円は年平均のレート、長期金利は新発 10年国債の 12 月発行レート、日経平均は 12 月 18 日時点 
 

 

 高値 安値 始値 終値(12/18) 

為替 ドル円相場 1/8 158.35 円 4/21 140.72 円 157.33 円 155.55 円 

株価 日経平均 11/4 52,636.87 円 4/7 30,792.745 円 39,945.42 円 49,058.31 円 

金利 10 年国債 12/9 1.97％ 4/7 1.07％ 1.10％ 1.96％ 

昨年は一部の AI 関連銘柄の急伸に象徴される成長期待と、春先のトランプ政権による関税措置を背景とした株価・為

替の急変動が交錯する一年となりました。国内では、高市政権が掲げる責任ある積極財政の下、長期金利が２％近くに急

上昇し、長らく続いた超低金利時代からの転換点を迎えました。 

依然として世界経済には不確実性が残るものの、主要国の政策連携や供給網の再構築が進むことで、今年は過度な変動

が和らぎ、為替・株式市場が実勢に基づいた安定基調を取り戻すことが期待されます。 
 

 

編集後記 

いま私たちを取り巻く世界は、めまぐるしく動き続けています。生成 AI が常識を塗り替え、国際情勢は揺れ、地域や

企業の役割すら新しい形を求められています。先が読めない時代に立ちすくむよりも、「変わる世界とともに、少しだけ

前へ動いてみる」ことが、未来をひらく唯一の方法なのかもしれません。  

本年が、読者の皆さまにとって前向きな選択と出会いに満ちる一年となりますように。新しい風を味方にしながら、商

団連としても皆さまの挑戦に寄り添い、ともに歩んでまいります。（原田） 
 

 


